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安全データシート（SDS） 
この文書は JIS Z7253:2019 に準拠して作成しています 

 

1. 化学品及び会社情報 

 

製品名称 SprintRay OnXタフ 2 
製品コード / 文書番号 SDS-020 (Revision 3) [全シェード共通] 

推奨用途 歯科用レジン（SprintRay 3Dプリンター専用） 

使用上の制限 歯科医療従事者専用 

 

選任製造販売業者 有限会社プライムファイン 

住所 東京都渋谷区西原一丁目 38 番 3 号 西原アパートメン

ト 

電話番号 03-5579-2161 

緊急連絡先電話番号 同上 

 

販売元 株式会社 ヨシダ 

住所 東京都台東区上野 7-6-9 

電話番号 デジタルファブリケーション部 03-3845-2925 

緊急連絡先電話番号 同上 

 

製造元 SprintRay Inc. 

住所 2710 Media Center Drive, Suite #100A, Los Angeles, CA 

90065 

 

2. 危険有害性の概要 

 

GHS分類 健康に対する有害性 

1.  皮膚腐食性／刺激性 区分 2（皮膚刺激） 

2.  眼に対する重篤な損傷性

／眼刺激性 

区分 2A（強い眼刺激） 

3.  皮膚感作性 区分 1 / 1B（アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ） 

4.  生殖毒性 区分 2（生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い） 

5.  特定標的臓器毒性（単回

ばく露） 

区分 3（気道刺激性） 

 

GHS分類 環境に対する有害性に対する有害性 

1.  水生環境有害性 短期（急 区分 3 



発行日：2026/10/5 

原著改訂日: 2025年 4月 21日 Revision 3 

改訂日： 

 2 / 8  

性） 

2.  水生環境有害性 長期

（慢性） 

区分 2 

3.  オゾン層への有害性 区分外 

 

GHSラベル要素 

絵表示（ピクトグラム） 

   

 

 

注意喚起語: 危険 

 

危険有害性情報: 

H315：皮膚刺激 

H317：アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 

H319：強い眼刺激 

H335：気道刺激のおそれ 

H361：生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い 

H411：水生生物に長期継続的影響 

 

注意書き: 

安全対策 

P201：使用前に取扱説明書を入手すること。 

P261：粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。 

P264：取扱い後は手をよく洗うこと。 

P272：汚染された作業衣は作業場から出さないこと。 

P273：環境への放出を避けること。 

P280：保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。 

応急措置 

P302+P352：皮膚に付着した場合：多量の水と石けんで洗うこと。 

P305+P351+P338：眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。 

P308+P313：暴露又はその懸念がある場合：医師の診断／手当てを受けること。 

P333+P313：皮膚刺激又は発しんが生じた場合：医師の診断／手当てを受けること。 

P337+P313：眼の刺激が続く場合：医師の診断／手当てを受けること。 

P362+P364：汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。 

P391：漏出物を回収すること。 
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保管 

P405：施錠して保管すること。 

廃棄 

P501：内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託して廃棄する

こと。 
 

 

3. 組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別: 混合物 

 化学名又は一般名 重量% CAS番号 備考 

1.  メタクリル酸エステル類（重

合性樹脂） 

40% - 70% 企業秘密 主成分（ウレ

タンジメタク

リレート等） 

2.  2-ヒドロキシ-1-メチルエチ

ル＝メタクリラート 

15% - 25% 4664-49-7 希釈剤 / 安衛

法名称等表

示・通知対象

物質 

3.  シリカ（非晶質シリカ / 表面

処理シリカ） 

20% - 30% 7631-86-9 / 

68611-44-9 

安衛法 名称

等表示・通知

対象物質  

4.  フッ化イッテルビウム 10% - 15% 13760-80-0 X線不透過剤  

5.  ジフェニル（2,4,6-トリメチ

ルベンゾイル）ホスフィンオ

キシド 

0.3% - 1.0% 75980-60-8 光重合開始剤

（生殖毒性要

因）/ 安衛法

対象 

6.  着色剤・紫外光吸収剤・添加

剤 

< 1.0% 13463-67-7等 安衛法 名称

等表示・通知

対象物質（微

量二酸化チタ

ン等含む） 

 

4. 応急措置 

 吸入した場合: 被災者を新鮮な空気のある場所に移す。刺激が続く場合は医師の診

断・手当てを受けること。 

 皮膚に付着した場合: 多量の水と石けんで洗い流す。汚染された衣類や靴を脱ぎ、

再使用前に洗浄する。刺激が生じた場合は医師の診断を受けること。 

 眼に入った場合: 清潔な流水で 15分以上洗浄する。刺激が続く場合は医師の診断
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を受けること。 

 飲み込んだ場合: 水で口をすすぐ（飲み込まないよう注意）。医師の診断を受ける

こと。 

 ばく露又はばく露の懸念がある場合: 医師の診断／手当てを受けること

（P308+P313）。 

 

5. 火災時の措置 

 適切な消火剤／特有の消火方法: 化学粉末消火剤、二酸化炭素（CO2）、耐アルコー

ルフォーム 

 使ってはならない消火剤: 棒状水（直射水） 

 火災時の特有の危険有害性: 熱分解により有毒・刺激性のメタクリル樹脂ガスを発

生する。加熱により急激な発熱重合反応を起こす危険性がある。 

 

6. 漏出時の措置 

 人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置: 全ての着火源を取り除く。「8 項の

ばく露防止及び保護措置」を参照し適切な保護具（保護手袋、保護眼鏡、白衣等）

を着用する。 

 環境に対する注意事項: 環境への放出を避ける。排水溝、下水溝、地下室などの閉鎖

場所への流入を防ぐ。「15項の適用法令」を参照し関係法規に基づいた対策を行う。 

 封じ込め及び浄化の方法及び機材: 本製品は光により重合・硬化する。漏出液を薄く

広げて表面光で硬化させた後、空容器に回収して関係法規に基づき速やかに処分す

る。 

 

7. 取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技術的対策 

局所排気装置のある場所で使用する。 

安全取扱い注意事項 

眼、皮膚、衣類への接触を避ける。蒸気や粉じんの吸入を避ける。取扱い後は手をよ

く洗うこと。 

接触回避 

還元剤、酸化剤、過酸化物、アミン類との接触を避ける。 

 

保管 

適切な保管条件／避けるべき保管条件 

直射日光、高温、着火源を避け、涼しい場所（15℃～25℃）で密閉保管する。無酸素

状態および凍結を避けること。 



発行日：2026/10/5 

原著改訂日: 2025年 4月 21日 Revision 3 

改訂日： 

 5 / 8  

安全な容器包装材料 

遮光性のある密閉容器（製品元の容器等）。 

 

8. ばく露防止及び保護措置 

 許容濃度: 設定なし（構成成分：シリカ等の作業環境測定基準に準拠） 

 保護具 

 呼吸用保護具: 通常の使用では不要。高温時やミスト発生時は適切な防毒/防じ

んマスクを着用。 

 手の保護具: 耐化学薬品性手袋（ニトリル手袋等）。 

 眼、顔面の保護具: 側板付き安全眼鏡または保護メガネ。 

 皮膚及び身体の保護具: 長袖作業着、ガウンまたはエプロン。 

 設備 

 設備対策: 局所排気装置のある密閉系プロセスでの使用を推奨。 

 

9. 物理的及び化学的性質 

 

1.  物理状態 着色液体 

2.  色 着色（色調による） 

3.  臭い フルーツ様、エステル臭 

4.  融点／凝固点 データなし 

5.  沸点又は初留点 データなし 

6.  沸点範囲 データなし 

7.  可燃性 データなし 

8.  爆発下限界 データなし 

9.  爆発上限界 データなし 

10.  引火点 約 93℃（200℉） 

11.  自然発火点 データなし 

12.  分解温度 データなし 

13.  pH データなし 

14.  動粘性率 220 - 250 cPs（25℃） 

15.  溶解度 水にほぼ不溶 

16.  n-オクタノール／水分配係数（log値） データなし 

17.  蒸気圧 データなし 

18.  密度及び／又は相対密度 1.10 - 1.125（25℃） 

19.  相対ガス密度 データなし 

20.  粒子特性 対象外（液体） 

 

10. 安定性及び反応性 
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反応性 通常の取扱い条件ではなし。 

化学的安定性 指示通りの保管・取扱い条件において安定。 

危険有害反応可能性 熱、光、不純物の混入により急激な発熱重合反応を起こし、

容器が破裂・爆発する危険性がある。 

避けるべき物理的条件 熱、直射日光、高温、重合禁止剤の欠乏、凍結。 

混触危険物質 還元剤、酸化剤、過酸化物、アミン類。 

危険有害な分解生成物 熱分解により一酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物等の刺激

性・有毒ガスが発生する。 

 

11. 有害性情報 

 急性毒性（経口）: 区分外（経口 LD50 1590 mg/kg 〜 >5000 mg/kg） 

 急性毒性（経皮）: 区分外（ラット/ウサギ LD50 ≥ 2000 mg/kg） 

 急性毒性（吸入:ガス）: 分類対象外 

 急性毒性（吸入:蒸気）: データ不足のため分類できない 

 急性毒性（吸入:粉じん、ミスト）: データ不足のため分類できない 

 皮膚腐食性／刺激性: 区分 2（皮膚刺激） 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性: 区分 2A（強い眼刺激） 

 呼吸器感作性: データ不足のため分類できない 

 皮膚感作性: 区分 1 / 1B（アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ） 

 生殖細胞変異原性: 区分外（陰性データあり） 

 発がん性: 区分外（腫瘍発生率の増加なし） 

 生殖毒性: 区分 2（生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い） 

 特定標的臓器毒性（単回ばく露）: 区分 3（気道刺激性） 

 特定標的臓器毒性（反復ばく露）: 分類基準に該当しない 

 誤えん有害性: 分類基準に該当しない 

 

12. 環境影響情報 

 生態毒性（水生環境急性有害性）：区分 3（水生生物に有害） 

 生態毒性（水生環境慢性有害性）：区分 2（水生生物に長期継続的影響） 

 残留性・分解性：データなし 

 生体蓄積性（生物蓄積性）：データなし 

 土壌中の移動性：データなし 

 オゾン層への有害性：分類基準に該当しない 

 

13. 廃棄上の注意 

 光を当てて十分に重合・硬化させた後、都道府県知事の許可を受けた専門の産業廃
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棄物処理業者に委託して適切に処理すること。  

 空容器はイソプロピルアルコール（91%）等で洗浄し、関連法令に従って廃棄する

こと。 

 

14. 輸送上の注意 

※ 1 つの国連番号に複数の UN 容器等級が存在する場合は一番危険度の高い容器等級

を表示しています。 

1 国際規制 国連危険物輸送勧告  

 国連番号 該当なし（非危険物扱いの規定） 

正式輸送品名（英名） N/A 

正式輸送品名（和名） 該当なし 

クラス・区分 該当なし 

副次危険性等級 該当なし 

UN容器等級 該当なし 

海洋汚染物質 非該当 

2 国内規制 航空規制情報 航空法に従う。 

海上規制情報 船舶安全法に従う。 

陸上規制情報 道路法に従う。消防法に従う（指定可燃物/

第 4類危険物）。 

3 特別な安全上の対策 輸送に際しては、容器の破損、腐食、漏れ

のないように積み込み、荷崩れの防止を確

実に行う。 

4 その他 （一般的） 注意 直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れ

のないように積み込み、荷崩れの防止を確

実に行う。他の危険物の近くに積載しない。

重量物を上積みしない。 

 

15. 適用法令 

 労働安全衛生法（安衛法）： 

 名称等を表示し、又は通知すべき危険物及び有害物（法第 57条、第 57条の 2）：

該当（メタクリル酸ヒドロキシプロピル、シリカ、ジフェニル(2,4,6-トリメチル

ベンゾイル)ホスフィンオキシド、二酸化チタン 等） 

 リスクアセスメント対象物：該当（上記物質による） 

 化学物質排出把握管理促進法（化管法 / PRTR法）：該当なし 

 毒物及び劇物取締法（毒劇法）：該当なし 

 消防法：指定可燃物（可燃性液体類）または 第 4類危険物（第 3/第 4石油類・非水

溶性液体） 

 化学物質審査規制法（化審法）：該当なし 

 外国為替及び外国貿易法（外為法 / 輸出貿易管理令）：該当なし 
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 廃棄物処理法： 産業廃棄物として法令に従い適切に処理すること。 

 

16. その他の情報 

 参考文献: JIS Z 7253:2019 / GHS改訂第 4版 

 免責事項: 本 SDS は提供された情報（製造元 SDS および STED 等）に基づき作成

されたものであり、記載内容は必ずしも十分ではない可能性があります。取扱いに

は十分ご注意ください。 


